
火 星 の 景 色 と 表 面 の 物 質

去る7月 20日 , ノァインキング 1号が火星のク

リュセ平原のゆるい斜面上に軟着陸 し,次々と火星

表面の情報を地球に送ってきた。最初送 られてきた

自黒の写真を見たとき, 3億臨以上の彼方から送 ら

れてきたとは思われぬ程鮮明な写真にます感動した。

これはつまり,その技術に感動 したのであって,写
真の風景に感動 したのではない。その写真の風景は

岩のごろごろした月のクレイター付近の風景によく

似ており,「 何だ月と同じじゃないか」というのが

その感想であった。ただし反対側の方向を写 した写

真には砂丘のようなものが写っていて,や はり大気

があるため月とは少 し違った風景 1/Cな っていること

が分った。次にカラー写真が送 られてきた。 この写

真の説明に,空は薄いブルー,地面や岩石は赤褐色

で地球の砂漠のようだとあった (写真右 )。 この写

真を見た私も地面と岩石の表面の赤褐色 1/Cは驚いた

ものの,「何だ地球と同じじゃないか」というのがそ

の感想であった。それはまことに親 しみやすい景色

で,気温が零下数十度だということを聞かなければ,

以前に歩いたどこかの火山地帯のような景色であっ

た。ところが次の日になって,パサデナのジェット

推進研究所の科学者が,前のカラー写真の色は違っ

ていた,今度のが正しい色調だと云って,新 しいカ

ラー写真を公表 した。その写真の説明によると,空
はサーモンピンク色で,地面は赤レンガ色であった

(写真左 )。 こんな色の景色は地球のものでも月の

ものでもない。「 やはり火星は火星である」という

ことになった。その後この写真を更に訂正する気配

はない。ついでなが ら,こ れら2枚 の写真は違った

位置から撮影されているので立体写真になる。ただ

し,色が互に少し違 うことと, 2つのカメラの位置

がやや離れ過ぎていることで立体視するのはやや難

しい。 この立体写真では前方に2つ の窪み (1つは

クレイターか?),基盤の岩石のでっばり,手てと

れそ うな岩石のかけらなどが見え,はるか彼方の惑

星上の風景とは信じられない程なまなましい。
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それから続いて表面の土の化学分析値が送 られて

きた。 これはX線螢光分析によるものである。この

分析値には存在量の上限だけしか与えられていない

元素が多く,下限も与え られている元素はわずかに

5種であった。 しかしこれら5種 の元素か ら,火星

表面の土がどんな物質に近いかということがある程

度分る。第 1表 にその分析値を示す。比較のために

月や地球の岩石の分析値を示してある。月の土や岩

石のうち,ア ポロ11号が持ち帰った
″
静かの海

″

の岩石や土はTiや Caで失格する。アポロ12号の

持ち帰った
〃
嵐の海

〃
の玄武岩のあるものはかなり

有望である。表には示さないが,月 の高地 (白 っぼ

く見える部分 )の岩石はAl力ずっと多 くFeも 少な〈

失格する。地球上の岩石で近いのはやはり玄武岩 ,

その中でも特に鉄の多いものである。海洋底を占め

る玄武岩は鉄が少なくて失格であるが,イ ンドのデ

カン高原をつ くっている玄武岩の中の鉄の多いもの

はかなり有望である。またグリーンランド南東部に

あるスクルガード貫入岩体 (玄武岩マグマが貫入 し

て結晶作用を行なって分化 した岩体 )中の鉄の濃集

した部分の岩石にょく似ている。その他の地球の地

殻やマントル岩石は全て失格である。

以上のように,火星の土はどうや ら,鉄に富む玄
qD

武岩が風化 して生じたものらしい。そこで再び写真

を見ると気のせいかやや遠 〈に玄武岩の溶岩流の表

面 らしきものが見えるようである。近 くにころがっ

ている石の中にはやや粗粒の岩石や角レキ岩に見え

るものもあるが,玄武岩のかけららしきものもある。

どのようにして鉄の多い玄武岩が生ずるかはここで

は詳 し〈は述べないが,一つの可能性は火星のマン

トル (マ グマを生ずる部分 )が比較的鉄に富んでい

たことであり,他の可能性はスクルガード貫入岩体

のように,マグマの結晶作用によって鉄に富む玄武

岩質マグマを生じたことである。

さて問題のレンガ色であるが, このようなンンガ

色を示す物質として最もよく知られているのは赤鉄
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